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多⽂化共⽣に向けて 三重の現場 すごいやんかトーク

 １⽉２０⽇（⽇）17：30〜18：30、四⽇市市の県四⽇市庁舎で「みえの現場・すごいやんかトーク」が開催されました。
 
              三重県四⽇市庁舎

 すごいやんかトークとは、現場を重視し、地域の⼒を伸ばす県政を展開していくため、三重県の鈴⽊英敬知事が現場に出向き、地域で活動する
⼈々との対話の場を設け、各地域の実情や課題認識を⾼めるために実施するものです。県が注⼒するテーマに関連した活動等を実施している団体
等から、現状や問題点についてなど意⾒をインタビューし、情報交換をすることが目的です。

        国⽴大学法⼈ 三重大学 社会連携研究センター
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 今回、地域住⺠や外国⼈住⺠に対して、通訳、翻訳、医療や介護の増進を図る活
動、情報提供、⽣活教育⽀援に関する事業を⾏っている「NPO法⼈ ハートピア三
重」のメンバーを中⼼とする10名が参加しました。
 ハートピア三重は、外国⼈（特に⽇系ブラジル⼈）の⽅が安定して就労、⽣活でき
る⾼校レベルの⽇本語習得を目標に、四⽇市市笹川地区を中⼼に⽇本語教育等に取り
組んでいます。⽇本語、特に漢字に親しみを持ってもらうとともに、昔話を通じて⽇
本の⽂化、⽇本⼈の気質などへの理解を深めることをねらいとして、三重大学と共に
笹川地区の⼩学校低学年以下の児童に対して、かさ地蔵など６つの昔話の紙芝居の読
み聞かせに取り組まれています。四⽇市フロントは、この活動をサポートしてきまし
た。平成24年度の紙芝居は、四⽇市市とも連携し、モデル的に実施しています。

 会の前半では、鈴⽊知事からの「活動するこ
とで“良かった”と感じたことを教えて下さい」
という質問をテーマに、フリートークの場が設
けられ、下記のような意⾒が述べられました。

⽇系外国⼈の⼦どもたちが学んでいる学校では、⾔葉の壁は大きく、⽇本⼈だけの学級とは、まったく異な
る現実があります。
そんな中で、“紙芝居を使ってみよう”という意⾒がでてきた。
まず幼児向けにやってみたら、スーッと⼊った。次に低学年を対象にやってみたら、これもウケた。
馴染まなかった起⽴・礼・着席が、何回か紙芝居を繰り返すうちに、自らやってくれるようになりました。
⽇本語教育を始めた当初、本当に大変で、⼦どもたちに受け⼊れられるまで4ヶ⽉もかかりました。でも、
学習⽅法が定着してきてからは、“⽇本語をもっと勉強したい”、“大学に⾏きたい”という⼦どももでてきま
した。

⼦どもたちの⽇本語への学習意欲が⾼まったことが嬉しいです。
ブラジルには⽇系⼈が多く、⽇本⽂化が好きな⼈も多い。例えば、カラオケを楽しんだり、⾷事には海苔巻きを⾷べたりと、⽇本⼈のよう
に暮らしてきています。⽇系⼈会が⼒を合わせていることが理由としてあります。
ここ⽇本においても、⽇系⼈会をつくっていきたいと考えています。
リーマンショックの際に、外国⼈住⺠の就労や負債問題が浮上した。この問題を放っておくわけにはいかない、とハートピア三重の活動が
始まりました。
競売で家をでていかなければならなかったりと、苦しい境地に⽴たされている在⽇外国⼈は多い。そのような時に相談に乗り、少しでも良
い条件で解決できるようサポートをしたり、次の住居を斡旋するなどの活動をしている。うまくいかないこともあるが、困っている時に⽇
本⼈の誰かが親⾝になって⼿伝ってくれたことの⽅が大切。それがお互いの信頼関係をつくりあげることになります。
“なぜ、ここまでしてくれるのですか？”“何か困ったことがあれば、私たちにも協⼒させてください”と、彼ら自⾝から次のエネルギーをもら
うこともあります。
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意⾒を受け、鈴⽊知事からの回答
⾔葉の壁を越えて、働きかけ続けることで、⽇本語の学習意欲が⾼まったの
は、とても良い話を聞くことができました。
⽇本での⽣活を楽しんでいただくために、⽇系⼈会をつくっていくことは良
いアイデアだと感じました。
お互いに信頼関係が⽣まれることで、自分たちが今度は周りの⼒になってい
こうと考えてくれる。外国⼈住⺠の皆さんは、三重県を良くしていく⼒に
なってほしいと考えています」と述べました。

⽇本に暮らすブラジ
ル⼈、中南⽶のスペ
イン語圏出⾝者、
フィリピン⼈を対象
に、外国語の新聞・
雑誌・書籍等の出版
物を発⾏している会
社「アイピーシー･
ワールド」からの取
材も→

後半は、「活動にお
いて困っていること
について教えて下さ
い」というテーマです。

紙芝居の作成にあたって費用がかかる。補助⾦も活用しているが、今後とも資⾦的なサポートを⾏政にお願いしたい。
⽼いた後も祖国に帰らず、⽇本にいたい⼈もたくさんいます。これから外国⼈住⺠においても、介護問題が表⾯化してくると思います。対
処法を考えてほしい。
⽇本⼈も就職が厳しい時代です。そんな中難しいとは思うが、⽇系の⽅の就労先整備を考えて下さい。
知事にお願いがあります。12〜17歳の⻘少年がスポーツをできる場所や、参加できるイベントの場を創設してください。⼩さい⼦向けの公
園はあるが、この年代の⼦が参加できる場所が⽋けています。⼦ども向けの公園などが非⾏の現場となり、⼩さい⼦達が近寄れないという
現状です。
⽇系⼈の中でも、痴呆症の⼈が増えてきています。⽇系⼈が⼊居できる施設も増やしてほしい。
国・県・市のどのレベルでも、資⾦があればスッといくことは多い。⼈任せにするのではなく、たくさん税を納めて、県を活性化するよ
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う、みんなに頑張ってほしい。
市や県で案件がたらいまわしになることがある。担当を越えて対処してくれるような、“何でも課”が必要。

鈴⽊知事からの回答

NPO団体の財政強化のため、県の環境⽣活部で検討中です。
⽇系⼈の⽅の介護問題については、あまり議論にあがってきませんでした。これから考えていきたい。
就労問題については、もっと丁寧な対応が必要だと感じています。ハローワークだけでダメなら、皆さんのような組織とも連携をして対処
していく必要があります。
低学年向けの施設はあっても、⻘少年向けが提供できていない現状を認識することができました。
介護施設に関して、施設の対応とともに、キチンと外国⼈住⺠に対応できる⼈材育成から考える必要があります。
自分の担当の仕事だけをするのではなく、担当外でも対応することが必要と考えており、職員への周知にも努めています。
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最後に、鈴⽊知事は「現場だからこそ分かることがあります。今⽇聞いた話は、持ち帰って、外国⼈住⺠の⽅がより良く三重県に住んでい
ただけるよう、施策に反映したい」と述べました。

この事業は、平成25年度以降に四⽇市市の事業として継続実施される予定です。
四⽇市フロントとしても、多⽂化共⽣への⼀助となるため、引き続きサポートしていきたいと考えています。
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